
 

 

 

 

 

 

 

 ODFPoleFigure2(Ver3.35)による 

 Ｆｅなどｒａｎｄｏｍ試料が得難い材料のｄｅｆｏｃｕｓ補正対策 
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概要 

 Ｘ線を用いて極点測定する場合、極点図の外側で回折強度が低下する減少があります。 

   この現象はｄｅｆｏｃｕｓと呼ばれています。 

   通常、測定する材料と同じ無配向材料を用いて、実際の極点測定と同一の測定を行い、光学系補正を 

   行います。しかしながら材料によっては無配向試料が得られない場合があります。 

   ｄｅｆｏｃｕｓは、測定２θ角度と受光スリットの幅に影響される事から 

   ｄｅｆｏｃｕｓ補正は 

  同一材料の無配向材料による補正 

  格子定数の近い材料による補正（Ｆｅの場合アルミニウムを使う） 

  計算による補正 

 が考えられます。 

    

   本資料では計算により極点図を作成し、この計算極点図を用いて、配向試料のｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

   行い、ＯＤＦ解析後の再計算極点図と入力極点図の差を観察して、ｄｅｆｏｃｕｓ補正量の変更方法を 

   説明します。計算による極点図を無配向材料の極点図とすれば、応用できると考えます。 
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１）計算による極点図（無配向材料の極点図） 

２）ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

３）配向材料の極点図データ処理 

４）ＯＤＦ解析を行い、極点図のＥｘｐｏｒｔ 

５）入力極点図と再計算極点図の差からＲｐ％ 

６） ３）の処理でｄｅｆｏｃｕｓ量を調整 



理論 

ＴｅｎｃｋｈｏｆｆはＳｃｈｕｌｚ反射光学系のｄｅｆｏｃｕｓプロファイルが計算で求められるとし 

  以下の計算式を文献にまとめている。２θ角度、受光スリット、Ｘ線の照射高さで決まるとされている。 

 

 

 上記Ｗｂが測定２θの依存がなければ、比例定数Ｐは一定であるとしている。 

 しかし、Ｓｃｈｕｌｚスリットが常に試料から等距離であれば成り立つのかもしれないが 

 実際に測定計算してみると、比例定数が測定２θと相関があることが分かる。 

 本ソフトウエアでは測定ｄｅｆｏｃｕｓ曲線ｎｏＦｉｔｔｉｎｇを行い、比例係数を算出し、 

 受光スリット幅を変えて再計算ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を算出しています。 

 

 

 

 

 



１． 計算による極点図 

TenckhoffCalcソフトウエアで作成したＭｏ管球を用いたＦｅの random極点図 

 

 

２．ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

ODFPoleFigure2（Ver.3.33以降）による 

  

 入力極点図を選択してＣａｌｃ(TXT2ファイルが作成されます。 

 作成した TXT2ファイルを選択 

    

 

 作成された defocusファイルが表示されます。 

 

  

 



３．配向材料の極点図データ処理 

 

 ファイル選択 

  バックグランド処理を選択 

  Defocusモードの選択 

   極点図データ処理（Ｃａｌｃ）を行う 

 極点図処理後の極点図が表示 

  

  

 



４．ＯＤＦ解析を行い、極点図のＥｘｐｏｒｔ 

  ＯＤＦでＯＤＦ入力データ作成 

  

 ファイル名の_ch以降に 

  B22:  バックグランド処理方法 

  D1: Defocusモード 

  S: 疑似規格化 

  処理が行われている事が表示されています。 

 LaboTex用 EPFファイルの作成 

 

 

 

 

 



 LaboTexで ODF解析時の Error 

  

  入力極点図と再計算極点図の差（Ｅｒｒｏｒ）を表示しています。 

 

 

 

 

極点図のＥｘｐｏｒｔを行う。 

 

 



５．入力極点図と再計算極点図の差からＲｐ％ 

 ValueODFソフトウエアを使う。 

  

ほぼ解析出来ていますが、｛２１１｝極点図の defocus補正を強くしてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６． ３）の処理でｄｅｆｏｃｕｓ量を調整 

 

 Nextを使って{211}極点図とし、 

 

 Profileで補正量を確認 

  

補正量を強くするには受光スリット幅を狭くする。 

Setを行い Profile 

 

 補正量が大きくなっています。 

再度極点図データを処理行いＯＤＦで確認 

このようにｄｅｆｏｃｕｓ補正量を変える事が出来ます。 

計算方法 

Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの計算式に 

元の曲線をＦｉｔｔｉｎｇし 

比例係数を算出する。 

受光スリットを変更し 

Recalcdefocusで曲線を再計算する。 

２θを変えると比例係数が変わるの

で適切ではありません。 

ODFPoleFigure2(Ver3.35以降) 

Defocusファイルホルダの 

NEWDEFホルダ以下に新しい 

Defocusファイルが作成される 


